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3．長期的・広域的な土砂動態の検討

(1)土砂動態の検討項目と結果概要

(2)各要素の整理・検討

（３）土砂変化の実態
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(1)土砂動態の検討項目と結果概要

主な結果等整理・検討内容検討項目（要素）分類

全体的には北から南への漂砂が卓越地形図・地質図の整理広域的な地形・地質

漂砂

宮崎港は1982年より建設され2000年に概成
離岸堤は宮崎港建設後から2008年までに整備

建設経緯を整理宮崎港・離岸堤等

1966年年より建設が開始され1987年には現在の形状建設経緯を整理一ツ瀬川河口導流堤

二ツ立は1979年、住吉は1982年から建設建設経緯を整理コンクリート護岸等

2012年から建設建設経緯を整理突堤

2013年から建設建設経緯を整理埋設護岸

飛砂による砂丘発達を確認砂丘の発達史を整理飛砂による砂丘形成

飛砂損失量１万m3/年程度河村公式で算定飛砂損失

小丸川2.4万m3/年総合土砂管理計画を整理河川供給土砂（現在）

供給土砂

3河川で20万m3/年程度
ダム堆砂量、河道砂利採取量
を整理

河川供給土砂（過去）

直轄化以降、７～４０万m3/年程度養浜実績を整理養浜

航路の奥側の浚渫土砂は約100万m3浚渫実績を整理宮崎港の浚渫

1983～2012年で6万m3/年程度
T.P.+4m以上の侵食量を浜
崖からの土砂供給量として算
定

浜崖からの土砂供給

12万m3/年程度土砂収支の逆算沖合への土砂損失

6万m3/年程度電子基準点の変化を整理地殻低下
地殻の
上下動

上昇傾向を確認（土砂収支には未考慮）細島等の潮位実況を整理潮位
外力

明瞭な変化傾向は見られず（土砂収支には未考慮）細島等の波浪観測結果を整理波浪

対策本格化前は20万m3/年程度、本格化後は5万m3/年程
度の侵食

測量成果、空撮等から土砂変
化量を算定

土砂量変化地形変化
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1)漂砂関連 ①広域的な地形・地質の特徴

第１回委員会(H19.7開催)資料1-8 p.10

’20

・広域的な地形・地質の特徴から、全体的には北から南への漂砂が卓越することがわかる。
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1)漂砂関連 ②宮崎港および離岸堤等の建設

第１回委員会(H19.7開催)資料1-8 p.5に加筆

’20

・宮崎港は1982(S57)年より建設
され、2000(H12)年には概ね現
在の外郭形状となっている。なお、
一ツ葉防砂堤は2020(R2)年より
整備が開始されている。

・宮崎港北側の離岸堤は、宮崎港建設
後に順次整備され、2008(H20)
年までに整備されている。

一ツ葉防砂堤
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1)漂砂関連 ③一ツ瀬川河口導流堤の建設経緯

第１回委員会(H19.7開催)資料1-8 p.6

・一ツ瀬川河口では1966年(S41)年より左岸導流堤が建設が開始され、1987(S52)年には現在の形状と
なってる。
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1)漂砂関連 ④コンクリート護岸等の建設経緯

第１回委員会(H19.7開催)資料1-8 p.4

・コンクリート護岸は二ツ立では1979（S54）年から建設されている。住吉では1982(S57)年から建設され、
2005(H17)年には現在の形状となってる。
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1)漂砂関連 ⑤突堤の建設経緯

第2１回委員会(R4.12開催)資料21-Ⅰ p.21

補助突堤② 補助突堤① 突堤
N

主な目的
侵食対策に求められる

機能との対応

※令和元年度～令和４年度は突堤実施なし場
所 総延長工事概要

宮崎海岸から南へ流出する土
砂を減らす

機能②：沿岸方向の
流出土砂の減少

L=75m
H24：30m
H25：45m

設置突堤

住
吉
海
岸

宮崎海岸から南へ流出する土
砂を減らす
目標浜幅を早期に回復させる

機能②：沿岸方向の
流出土砂の減少

（沿岸方向の土砂移動の抑制）

L=50m
H28：42m
H30： 8m

設置補助突堤①

L=50m
H28：50m

設置補助突堤②

いずれも令和4年3月8日撮影

補助突堤② 補助突堤① 突堤

施工期間：H28年1月～H28年6月
H30年12月～H31年2月

施工期間：H24年3月～H26年3月
(H28年度：天端被覆・補修)施工期間：H28年5月～H29年3月
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1)漂砂関連 ⑥埋設護岸（サンドパック）の建設経緯

第2１回委員会(R4.12開催)資料21-Ⅰ p.22

施工済 L=1、100m
動物園東

大炊田

埋設護岸断面図

主な目的
侵食対策に求められる

機能との対応

※全区間埋設護岸完成済み
場 所

総延長工事概要

越波・浸水の防止のため砂丘
の高さを確保

機能③：浜崖頂部高の

低下防止

L=1,600m

H25：1,600m埋設護岸大炊田

L=1,100m

H26：280m
H28：440m
H29：220m
H30：160m

埋設護岸動物園東 越波・浸水の防止のため砂丘の
高さを確保

KDDIタワー前面の20m程度区
間は袋詰玉石で仮設施工済み

施工済 L=1、600m

石崎川
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1)漂砂関連 ⑦飛砂損失 a)長期的な砂丘の形成

第3回技術分科会(H21.7開催)技術検討資料3-1 p.16

宮崎砂堤・砂丘の発達史(出典：「日本の自然 地域編7 九州」岩波書店)

・長期的な砂丘の発達過程から、飛砂による砂丘の形成が示唆されている。

※海岸線は現在の位置であり、空白部は“海”である

※ ※ ※ ※
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・単位幅あたりの飛砂量は河村公式により
算定した値（0.54m3/m）を用いた。

・Co護岸区間は2012年には砂浜がほぼ消
失しているため、ステージ３は飛砂が発生
しないとした。また、１９８３年には砂浜が
存在するため、ステージ２はCo護岸区間
の半分から飛砂が発生するとして算定した。

第3回技術分科会(H21.7開催)資料3-1 p.10

小丸川河口
～一ツ瀬川河口

宮崎海岸
(一ツ瀬川河口～港湾境界)

宮崎港港湾区域 合計

(延長約9.2km) (延長約11.9km) (延長約1.6km)

飛砂量0.5万m3 飛砂量0.6万m3 飛砂量0.1万m3 飛砂量1.2万m3

(延長約9.2km) (延長約11.9km) (延長約1.6km)

飛砂量0.5万m3 飛砂量0.6万m3 飛砂量0.1万m3 飛砂量1.2万m3

(延長約9.2km) (延長約10.1km) (延長約1.6km)

飛砂量0.5万m3 飛砂量0.5万m3 飛砂量0.1万m3 飛砂量1.1万m3

(延長約9.2km) (延長約8.3km) (延長約1.6km)

飛砂量0.5万m3 飛砂量0.4万m3 飛砂量0.1万m3 飛砂量1.0万m3

ステージ

ステージ０：原始自然状態

(戦前)

ステージ１：宮崎港建設開始前

（～1982年頃）

ステージ２：宮崎港建設開始～対策本格化前

（1983(S58)～2012(H24)年）

ステージ３：対策本格化後～現在

（2013(H25)～2022(R4)年）

(2)各要素の整理・検討
1)漂砂関連 ⑦飛砂損失 b)飛砂損失量の算定
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2)供給土砂関連 ①河川供給土砂 a）現在

第14回技術分科会(R6.2開催)資料14-Ⅰ p.26

大炊田

一ツ瀬川小丸川

0.5万m3/年4.9万m3/年計画策定時

0.5万m3/年2.4万m3/年最新知見

出典：小丸川水系総合土砂管理計画，p.37，令和元年９月に加筆

※右図の土砂動態マップは、平成10 年～平成22 年（13 年
間）のうち3 ヵ年（H16,H17，H21）を棄却した10 ヵ年
を、10 回繰り返し与えて計算して作成

・令和元年９月に「小丸川水系総
合土砂管理計画」が策定され
ており、小丸川からの現況の供
給土砂量は2.4万ｍ３/年と設
定されている。

海浜形成に
寄与する土砂

海浜形成に
寄与する土砂
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2)供給土砂関連 ①河川供給土砂 b）過去

大炊田

・過去の供給土砂量について、ダム堆砂量、河道砂利採取量から概略推定した。
・３河川のダム堆砂量は累計で7500万m3、砂利採取量は590万m3となる。
・これらから海岸形成に寄与したと考えられる土砂量を推定すると20万m3/年となる。

項目 小丸川 一ツ瀬川 大淀川 合計

川原ダム 一ツ瀬ダム 高岡ダム

1940年竣工 1963年竣工 1932年竣工

Ａ．ダム堆砂量

(2022年末まで)

Ａ．海岸形成に寄与するダム堆砂量 262万m³ 331万m³ 339万m³ 933万m³

Ｂ．砂利採取量 80万m³ 90万m³ 420万m³ 590万m³

海岸形成に寄与した
可能性のある土砂量（Ａ＋Ｂ）

342万m³ 421万m³ 759万m³ 1523万m³

海岸形成に寄与した
可能性のある土砂量（年平均）

4.2万m³/年 7.1万m³/年 8.4万m³/年 19.7万m³/年

小丸川河口からの流出土砂量 総量(集団Ⅰ～Ⅳ) 19.3万m³/年

(総合土砂管理計画) 集団Ⅱ～Ⅳ 2.4万m³/年

海浜形成に寄与する割合 12%

7500万m³

主要ダム建設

2110万m³ 2660万m³ 2730万m³
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2)供給土砂関連 ①河川供給土砂 c)年最大流量

水文水質データベースより作成

大炊田

高城
(河口から7.65km)

・小丸川の総合土砂管理で示されている供給土砂量2.4万ｍ
３/年は、1998（H10）～2010（H22）年のデータで算定さ
れている。一方、今回検討している海岸域の土砂収支は
2010(H22）～2022(R4)年を対象としている。

・両期間の年最大流量（小丸川：高城観測所）を比較したとこ
ろ発生状況に顕著な差異は見られない。また、高城の観測全
期間（1955(S30)～2022(R4)年）とも顕著な差異は見
られない。
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2)供給土砂関連 ②養浜

大炊田

・直轄化以降、年間７～４０万m3程度の養浜を実施してきている。

・令和元年以降は、他事業との連携により、年間１７～４０万m3程度（平均24.0万m3程度）の養浜を
安定的に実施している。

65.9
↓

250.6
↓

養浜量(万m3)期 間

65.9H20-H24

184.7H25-R4

250.6合計
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宮崎港 土砂変化量集計範囲

・宮崎港の航路・泊地維持のための
浚渫土砂について整理した。

・浚渫土砂のうち、約98万m3の土
砂が宮崎海岸に投入されている。

・なお、航路の奥側の浚渫土砂（約
101万m3)は集計範囲外であり、
行き先不明の土砂の可能性がある。

単位：万m3

合計 うち宮崎海岸に投入

1983（S58） 6.4 69.3 25.0

～2012(H24) (年間0.2) (年間2.3) (年間0.8)

2013(H25) 35.4 31.3 31.3

～2022(R4) (年間3.5) (年間3.1) (年間3.1)

計 41.8 100.6 56.3

集計範囲外(④)集計範囲内
(①～③)

浚渫年度

①
②

③

④

単位：万m
3
/年

①
ｻﾝﾋﾞｰﾁ

②
ﾏﾘｰﾅ

③
航路

H6 (21.3)
H7 (7.6)
H8 (15.4)
・・・

H20 0.8 11.0
H21 1.4 6.0
H22 1.4 5.3
H23 0.6 1.1 0.7
H24 1.1 2.0
H25 1.5 0.9 3.1
H26 0.2 0.7
H27 1.5 1.5
H28 0.8 2.7
H29 3.6
H30 5.7
H31 4.2 1.5
R2 2.0 0.6 1.6
R3 4.8 19.8
R4 2.3 7.7

（）は宮崎海岸以外に投入

浚渫
年度

④
集計

範囲外

集計範囲内

(2)各要素の整理・検討
2)供給土砂関連 ③宮崎港の浚渫
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参考：宮崎港の浚渫箇所
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2)供給土砂関連 ④浜崖からの土砂供給

・宮崎港建設前～本格的な対策前までにコンクリート護岸が建設されている。

・この間に砂丘からは約175万m3（約5.9万m3/年）の土砂が供給されていたと推定される。

T.P.+4m以上の侵食量を
浜崖からの土砂供給量と設定

1982～2002年1998～1999年2003年2005年1973～1979年

平均193.2m3/m

47.9万m3 ■ 算定方法 ■

・1983年と2012年の測量を比較

・T.P.+4m以上の侵食量を浜崖からの土砂供給量と設定

・石崎浜～県離岸堤区間は上記の測量結果から集計

・大炊田は測量がないため、動物園東の土砂変化量から断面
当たりの土砂変化量を算定し、海岸延長を乗じて土砂変化
量を推定

1983-2012年 年あたり 1983-2012年 年あたり 2013-2022年 年あたり

小丸川河口
～一ツ瀬川河口

5,000 96.6 3.22 32.2 3.22

石崎浜
～県管理区間

7650 47.9 1.60 0.0 0.00

（うち動物園東） 1,100 193.2 6.4

大炊田 1,600 30.9 1.03 0.0 0.00

175.4 5.85 0.0 3.22

※小丸川河口～一ツ瀬川河口は、護岸・胸壁のない区間として、No.T40～No.T15の区間とした

土砂変化量（万m3）断面積変化量（m3/m)延長
（ｍ）

地区

計

（測量なし）

（測量なし）
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参考：砂丘供給土砂と飛砂損失土砂について

・土砂収支の考慮範囲は、漂砂の移動限界水深よりT.P.＋4m～T.P.－12mとしている。

・砂丘からの土砂供給は、T.P.+4m～砂丘頂部付近(T.P.＋8m程度)の土砂量から算定している。

・砂丘は飛砂により発達するため、飛砂損失は砂丘の形成に寄与していると考えられるが、飛砂損
失土砂量の算定は、概略算定であり厳密な範囲は定められない。

・本検討では、「飛砂は砂丘頂部より陸側に移動する」と考え、飛砂損失を土砂収支上考慮すること
とした。

土砂変化量算定範囲
（土砂収支の検討範囲）

砂丘からの土砂供給量
算定範囲

飛砂
損失

沖合損失

T.P.±0mT.P.＋4m T.P.－12m砂丘頂部付近
(T.P.＋8m程度)
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参考：浜崖からの土砂供給と埋設護岸建設について

大炊田

・高波浪時には砂丘から海岸に土砂が供給されていたと考えられるが、2013(H25)年より埋設護
岸が施工され、2018(H30)年には大炊田、動物園東の自然浜区間全域に埋設護岸が設置された。
このことにより砂丘から海岸への土砂供給は大幅に減少したことが推定される。

SP79 ＳＰ７０ ＳＰ６０ KDDI前面 ＳＰ４０ ＳＰ３０ ＳＰ２０ ＳＰ１０ ＳＰ１ SP57 ＳＰ５０ ＳＰ４０ ＳＰ３０ ＳＰ２０ 里道前面 ＳＰ１０ ＳＰ１
端 79 78 77 76 75 74 73 72 71 70 69 68 67 66 65 64 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 KDDI 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 端 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4-1 4 3 2 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2

1 1 1 1 1 1 1 2 2 2
1 1 1 1 1 1 1 2 2 2

1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2
1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2
1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2
1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2
1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2
1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2
1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2

21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21
21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21
21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21
21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25
21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25
21 21 21 21 21 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25
21 21 21 21 21 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25
21 21 21 21 21 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25
21 21 21 21 21 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25
21 21 21 21 21 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25
21 21 21 21 21
21 21 21 21 21 21 21 21 21 21

11 11 14 11 11 11 11 11 11 11 12 11 11 21 21 21 21 21
11 11 14 11 11 11 11 11 11 11 12 11 11 21 21 21 21 21
11 11 14 11 11 11 11 11 11 11 12 11 11 21 21 21 21 21
11 11 14 11 11 11 11 11 11 11 12 11 11 21 21 21 21 21
11 11 14 11 11 11 11 11 11 11 12 11 11 21 21 21 21 21
11 11 14 11 11 11 11 11 11 11 12 11 11 21 21 21 21 21
11 11 14 11 11 11 11 11 11 11 12 11 11 21 21 21 21 21
11 11 14 11 11 11 11 11 11 11 12 11 11 21 21 21 21 21
11 11 14 11 11 11 11 11 11 11 12 11 11 1 1 1 1 1 21 21 21 21
11 11 14 11 11 11 11 11 11 11 12 11 11 1 1 1 1 1 21 21 21 21
11 11 14 11 11 11 11 11 11 11 12 11 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 21 21 21 21
11 11 14 11 11 11 11 11 11 11 12 11 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 21 21 21 21

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 21 21 21 21
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 21 21 21 21

14 16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 21 21 21 21
14 16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
14 16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
14 16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
14 16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
14 16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
14 16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
14 16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
14 16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
14 16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

21 1 1 1 1 1 1 1 1
21 1 1 1 1 1 1 1 1
21 1 1 1 1 1 1 1 1
21 1 1 1 1 1 1 1 1
21 1 1 1 1 1 1 1 1
21 1 1 1 1 1 1 1 1
21 1 1 1 1 1 1 1 1
21 1 1 1 1 1 1 1 1

14 15 15 15 15 15 15 15 15
14 15 15 15 15 15 15 15 15
14 15 15 15 15 15 15 15 15
14 15 15 15 15 15 15 15 15
14 15 15 15 15 15 15 15 15
14 15 15 15 15 15 15 15 15
14 15 15 15 15 15 15 15 15
14 15 15 15 15 15 15 15 15
14 15 15 15 15 15 15 15 15
14 15 15 15 15 15 15 15 15
14 15 15 15 15 15 15 15 15
14 15 15 15 15 15 15 15 15

15 15 15 12 12 12 12 15 15 15 15 15
15 15 15 12 12 12 12 15 15 15 15 15
15 15 15 12 12 12 12 15 15 15 15 15
15 15 15 12 12 12 12 15 15 15 15 15
15 15 15 12 12 12 12 15 15 15 15 15
15 15 15 12 12 12 12 15 15 15 15 15
15 15 15 12 12 12 12 15 15 15 15 15
15 15 15 12 12 12 12 15 15 15 15 15
15 15 15 12 12 12 12 15 15 15 15 15
15 15 15 12 12 12 12 15 15 15 15 15
15 15 15 12 12 12 12 15 15 15 15 15
15 15 15 12 12 12 12 15 15 15 15 15
15 15 15 15 15 11 11 11 11 11 11 11 11
15 15 15 15 15 11 11 11 11 11 11 11 11
15 15 15 15 15 11 11 11 11 11 11 11 11
15 15 15 15 15 11 11 11 11 11 11 11 11
15 15 15 15 15 11 11 11 11 11 11 11 11
15 15 15 15 15 11 11 11 11 11 11 11 11
15 15 15 15 15 11 11 11 11 11 11 11 11
15 15 15 15 15 11 11 11 11 11 11 11 11
15 15 15 15 15 11 11 11 11 11 11 11 11
15 15 15 15 15 11 11 11 11 11 11 11 11
15 15 15 15 15 11 11 11 11 11 11 11 11
15 15 15 15 15 11 11 11 11 11 11 11 11

2020年度
（令和2年度）

年度
大炊田 動物園東

2013年度
（平成25年度）

2014年度
（平成26年度）

2015年度
（平成27年度）

2016年度
（平成28年度）

2017年度
（平成29年度）

2018年度
（平成30年度）

2019年度
（平成31年度）

2021年度
（令和3年度）

2022年度
（令和4年度）

サンドパック　施工履歴　凡例

1 新設 # 補修 # 災害復旧
2 袋詰玉石 # 補修(大型SP) # 災害復旧(大型SP)
3 新設(根固めSP) # 補修(大型土嚢) # 災害復旧(大型土嚢)

# 補修(大型土嚢一体型ネット) # 災害復旧(大型土嚢一体型ネット)
# 補修(根固めSP) # 災害復旧(根固めSP)
# 補修(大型土嚢)
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第3回技術分科会(H21.7開催)資料3-1 p.1３

第８回委員会(H22.１１開催)資料８-1 p.2３

・計画策定時も沖合への土砂損失について、そ
の可能性について検討している。

・当時の見解としては「推定が非常に困難」とし、
地形変化モデルには反映しないこととしてい
る。

・ただし、土砂収支図にも沖合への土砂損失は
矢印（数値なし）で記載されている。

・今回の検討で蓄積されたデータの分析により、
沖合への土砂損失を一定の根拠をもって示す
ことができたと整理できる。

(2)各要素の整理・検討
2)供給土砂関連 ⑤沖合への土砂損失



- 56 -(2)各要素の整理・検討
3)地殻の上下動 ①地殻変動の実態

大炊田

対策本格化

・対策本格化前後の変化量を算定した。

・新富、佐土原、宮崎いずれも対策本格
化前は安定、対策本格化以降は低下
傾向である。

アンテナ交換

対策本格化

対策本格化

－4.0mm/年

－0.3mm/年

－3.3mm/年

－0.2mm/年

＋1.2mm/年

－0.2mm/年
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3)地殻の上下動 ②地殻変動による見かけの土砂変化量

・対策本格化前は、安定傾向であるため、変化量は設定しないこととした。

・対策本格化以降は、低下傾向であるが場所により異なる。宮崎海岸に最も近い佐土原の値
（-3.27mm/年）を参考に「-3mm/年」と設定した。

・この低下量を各区分の面積に乗じることにより見かけの土砂変化量を算定した。

区分 観測地点 時期 変化量 設定変化量

新富 -0.25mm/年

佐土原 -0.22mm/年

宮崎 1.12mm/年

新富 -4.00mm/年

佐土原 -3.27mm/年

宮崎 -0.23mm/年

対策
本格化前

～2012年12月

対策
本格化後

2013年1月
～2023年12月

変化なし

-3mm/年

年間3mm低下 延長 面積 見かけの土砂変化量

小丸川河口
～一ツ瀬川河口

11.6km 10.5km² -3.2万m³/年

一ツ瀬川河口
～宮崎港港湾区域

12.1km 9.7km² -2.9万m³/年

宮崎港港湾区域 0.8km 0.5km² -0.1万m³/年



- 58 -(2)各要素の整理・検討
4)外力 ①潮位

大炊田

・宮崎海岸の周辺観測所として、最も近接する宮崎(宮崎港湾・空港整備
事務所)および比較的近傍に存在する細島(国土地理院)、油津(気象
庁)を抽出し、現在までの平均潮位の変化傾向を整理した。使用した
データは海面昇降検知センターが整理・提供するデータを用いた。ま
た、平均潮位については、年によりばらつきがあることから、5年移動
平均で変化傾向を整理した。

・長期的にみると平均潮位はT.P.±０ｍ～0.25ｍ程度の範囲であり、ば
らつきがある。また、近年では緩やかに上昇している傾向もみられる。

宮崎

油津

細島

度 分 秒 度 分 秒
細島 32 26 0 131 40 0
油津 31 35 0 131 25 0
宮崎 31 54 10 131 27 23

緯度 経度
観測所



- 59 -(2)各要素の整理・検討
4)外力 ②波浪

大炊田

・各観測所において年変動は見られるが、特定の方向に変化している傾向は見られない。



- 60 -（３）土砂変化の実態
１）測量による長期的な土砂変化

・測量は1983年より実施されてお
り、約40年間のデータが蓄積され
ている。

・一ツ瀬川河口右岸および大炊田海
岸は2004年より測量が行われて
いる。

大炊田

宮崎港（Ａ）県管理区間（Ｂ）住吉海岸（Ｃ）動物園東（Ｄ）石崎浜（Ｅ）大炊田海岸（Ｆ）一ツ瀬川河口右岸（Ｇ）

住吉海岸合計（Ｘ）

宮崎港（Ａ）

県管理区間（Ｂ）

住吉海岸（Ｃ）

動物園東（Ｄ）

石崎浜（Ｅ）

大炊田海岸（Ｆ）

一ツ瀬川河口右岸（Ｇ）

住吉海岸合計（Ｘ）

※右グラフは、測量測線（測線間隔１００～250
ｍ）の測量成果から断面積変化量を算定し、測
線間隔を乗じることにより土砂変化量を算定
している。



- 61 -（３）土砂変化の実態
２）空中写真による長期的な汀線変化（汀線形状）

・小丸川～一ツ瀬側は、一ツ瀬川河口北側では堆積が顕著であるが、それ以外はあまり変化がない。

・一ツ瀬川～宮崎港は全体的に汀線後退傾向である。

1962年

1983年

2012年



- 62 -（３）土砂変化の実態
２）空中写真による長期的な汀線変化（汀線変化）

・1962年基準の汀線変化では、1983年は変化が少ないが、2012年は後退傾向が顕著である。

・1983年基準では、離岸堤による対策が行われている「離岸的区間（Ｂ）」ではやや後退、「住吉海岸合計（Ｘ）」、「大
炊田海岸（Ｆ）」では顕著に後退、「一ツ瀬川河口右岸（Ｇ）」では前進・後退箇所が混在しているが平均では前進で
ある。

大炊田

宮崎港（Ａ）県管理区間（Ｂ）住吉海岸（Ｃ）動物園東（Ｄ）石崎浜（Ｅ）大炊田海岸（Ｆ）一ツ瀬川河口右岸（Ｇ）

住吉海岸合計（Ｘ）

宮崎港（Ａ）県管理区間（Ｂ）

住吉海岸（Ｃ）動物園東（Ｄ）石崎浜（Ｅ）

大炊田海岸（Ｆ）
一ツ瀬川

河口右岸（Ｇ）

1962年基準

1983年基準

－2.1m/年

＋2.2m/年

－2.0m/年 －0.8m/年

住吉海岸合計（Ｘ）



- 63 -（３）土砂変化の実態
３）測量・空撮による長期的な土砂変化①

・宮崎港の堆積土砂と宮崎海岸（港湾境界
～一ツ瀬川河口右岸）の堆積土砂量の比
較を行うために、一ツ瀬川河口右岸(Ｇ)
と大炊田海岸(Ｆ)は2004年以前の測
量がないため、空撮による汀線変化から
土砂量を算定して補間した。

・具体的には、測量がある住吉海岸合計
（Ｘ）の土砂変化量と汀線変化の関係か
ら移動高Δｈを算定し、このΔｈと一ツ瀬
川河口右岸(Ｇ)・大炊田海岸(Ｆ)の汀線
変化量から土砂変化量を推定した。

大炊田

宮崎港（Ａ）県管理区間（Ｂ）住吉海岸（Ｃ）動物園東（Ｄ）石崎浜（Ｅ）大炊田海岸（Ｆ）一ツ瀬川河口右岸（Ｇ）

住吉海岸合計（Ｘ）

⑥
【⑤×11年÷19年】

⑤
【①×②×④】

④
【②÷(①×③)】

③②①

推定土砂変化量
移動高

汀線変化量
(1983～2012年)

測量土砂変化量
(1983～2012年)

延長
1983～2004年1983～2012年

+105.2万m3+144.4万m3－＋63.6m－1,650m一ツ瀬川河口右岸(Ｇ)

－135.2万m3－185.6万m3－－60.2m－2,240m大炊田海岸(Ｆ)

－－13.8m－57.6m-400.0万m35,040m住吉海岸合計(Ｘ)

空撮で補間

空撮で補間
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・空撮で補間した土砂変化量について、
宮崎海岸と宮崎港を比較すると、対策
本格化前は20万m3/年程度の変化、
対策本格化後は５万m3/年程度の変化
となっている。

大炊田

宮崎港宮崎海岸

＋19.1万m3/年

－22.4万m3/年 －5.0万m3/年

＋5.4万m3/年

対策本格化

（３）土砂変化の実態
３）測量・空撮による長期的な土砂変化①



宮崎海岸 宮崎港 宮崎海岸 宮崎港 宮崎海岸 宮崎港 宮崎海岸 宮崎港 宮崎海岸 宮崎港 宮崎海岸 宮崎港 宮崎海岸 宮崎港 宮崎海岸 宮崎港 宮崎海岸 宮崎港 宮崎海岸 宮崎港

ステージ２
（1983-2012年）

万m3/年 -6.9 -0.9 0.3 21.0 -21.0 2.6 0.0 0.0 0.5 2.2 0.0 0.0 -0.2 0.0 -0.8 -22.4 19.1

ステージ３
（2012-2022年）

万m3/年 -6.7 -0.9 0.4 13.0 -13.0 0.0 -2.9 -0.1 0.5 16.7 0.0 0.0 -3.7 0.0 -2.9 -5.0 5.4

1983年 万m
3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2012年 万m3 -201.3 -27.0 7.9 609.8 -609.8 0.0 75.4 0.0 0.0 0.0 14.5 0.0 63.7 0.0 0.0 -5.8 0.0 -23.2 -649.6 553.9

2022年 万m3 -268.6 -36.0 12.2 739.8 -739.8 0.0 75.4 0.0 -29.0 -1.0 19.5 0.0 230.7 0.0 0.0 -42.8 0.0 -52.2 -699.6 607.9

土砂変化量
グラフ

①＋②＋③＋・・＋⑨＝⑩

⑩

単位時期

③

漂砂量
（南への流出）

①＋②＋③

② ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

① ①＋② ①＋②＋③＋④ ①＋②＋③＋・・＋⑤ ①＋②＋③＋・・＋⑥ ①＋②＋③＋・・＋⑦ ①＋②＋③＋・・＋⑧

浚渫量
（集計範囲内）

浚渫量
（集計範囲外）

養浜量

①

沖合等への
流出量

漂砂量
（北からの流入）

測量による
土砂変化量

砂丘からの
供給土砂量

地盤沈降による
土砂変化量

河川供給土砂量
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）

宮崎海岸 宮崎港

1980 2000 2020

宮崎海岸 宮崎港

1980 2000 2020

宮崎海岸 宮崎港

1980 2000 2020

宮崎海岸 宮崎港

1980 2000 2020

宮崎海岸 宮崎港

1980 2000 2020

宮崎海岸 宮崎港

1980 2000 2020

宮崎海岸 宮崎港

1980 2000 2020

宮崎海岸 宮崎港

1980 2000 2020

宮崎海岸 宮崎港

1980 2000 2020

宮崎海岸 宮崎港
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参考 土砂収支と土砂変化量の関係
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参考 土砂変化量の算定方法について

・直轄化以降(2008年～)はNMB測深により面的な海底地形を取得している。こ
のデータから５ｍメッシュを作成し、土砂変化量を算定した結果が下記である。

・前頁までの測量測線の断面積変化量から算定した土砂変化量と比較すると、直轄
化以降の宮崎海岸の土砂変化量がやや乖離しており、本検討の土砂収支を用い
る際には留意する必要がある。

メッシュ比較
(5mメッシュ)

測線比較
(100～250m間隔)

場所時期

－22.3－22.4宮崎海岸2012年
まで +24.3＋19.1宮崎港

－10.9－5.0宮崎海岸2012年
以降 +5.3＋5.4宮崎港

単位：万m3/年


